
社会レベル
・お客様

ソフトウェアの保守を担当する中でソースコードを管理する人、コーディングを行う人
・現在の問題

コードクローンは保守性を下げる一方で、コードクローンの主な発生原因であるコピペはコーディングを
行う中で生産性を向上させるために必要である。このような中で、コーディング担当者や保守担当者は
コードクローンに対してどのような対策を講じればよいかわからないという問題が発生している

・この問題を解決するとどう嬉しいか
コードクローンに対して適切な対策を講じることが出来るようになり、保守性や生産性を向上することが
出来るようになる。

研究レベル
・既存研究の問題

既存研究として挙げられる片桐さんの研究では、クローンに混入したバグについて分析している。展望
で述べられているが、不具合票の内容は確認しておらず、ソースコード以外に着目した欠陥混入クロー
ンの特徴を分析できていない。欠陥混入クローンは少ないながらも無視できない割合で発生しており、
発生をより抑えることが望まれる。欠陥混入クローンの発生を抑えるためには、さらなる特徴の分析が
必要である。また、クローンタイプやバグ拡散のパターン*1によって分析結果がどのように変わるかを検
証していない。

クローンにバグが混入することは少ないことが分かったが、クローンに含まれるバグのカテゴリーが、ソ
フトウェアが成長するに連れて危険性が増していることが分かった。そのバグカテゴリーの危険性につ
いてであるが、考察の部分でクローンを変更する開発者の人数の減少やソフトウェアの規模の増大に
よって危険性が増したと記述されているが、それ以上の詳しいことについては述べられていない。また、
クローンタイプやバグ拡散のパターン*1によって分析結果がどのように変わるかを検証していない。

・この問題を解決するとどう嬉しいか
欠陥混入クローンの特徴を更に分析することで、どのようにすれば欠陥混入クローンの発生を抑えるこ
とが出来るか対策を考えることが出来るようになる。

*1論文"Bug Propagation through Code Cloning: An Empirical Study”で定義されており、パターン 1とパターン 2
とがある。パターン 1は同時にクローンペアがコミットされた場合。パターン 2はあるクローン片が先にコミットさ
れ、そのクローン片のコピーが後でコミットされた場合。


